
銀行の不動産仲介業への参入等を阻止！ 

 

自由民主党経済成長戦略本部及び金融調査会においては、銀行の不動産仲介業

の解禁（事業再生や事業継承に関連した不動産の仲介）並びに、保有資産に係る

銀行の賃貸業の自由化について検討されていましたが、全宅連・全政連を先頭

に全国で精力的に関係各方面に阻止要望を展開した結果、このたび原案から削除

されることとなりました。 

我々は、銀行の不動産仲介業への参入等について従来から「宅建業の公正な

競争が阻害される」という観点から断固反対してきた経過があります。今回

についても中小宅建業者にとって死活問題になることから、京政連としても

令和2年5月15日（金）に自民党宅地建物等対策議員連盟所属の伊吹文明衆議院

議員、田中英之衆議院議員、西田昌司参議院議員に要望書を託してお力添えを

お願いしていたところ、大変ご尽力をいただきました。 

京政連では今後もこうした動きに機敏に対応していくことをお約束して、

会員皆様へのご報告といたします。 
 

   
 

自民党宅議連所属の３議員秘書に要望書を託す北川会長と梶原副会長兼幹事長 

（左から、伊吹文明議員、田中英之議員、西田昌司議員の各事務所にて） 

 

＜参考＞ 

全政連、銀行の不動産仲介業参入阻止を決議 

http://zsr47.jp/member/report.html#r200529（全政連会員専用ページ） 

 


